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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報のブロックを識別するための同期パターンを有する記録担体であって、
　前記同期パターンは一の同期パターンを他の同期パターンから区別するための部分を有
し、
　前記同期パターンを区別するための部分は、ｄ＝１、ｋ＝７、繰り返し最小遷移ランレ
ングスが６であるＲＬＬ符号であり、ビットシーケンス100　101であってその直後に01　
11　01　11を除くビットシーケンスが続くものから構成されていることを特徴とする記録
担体。
【請求項２】
　請求項１に記載の記録担体であって、
　前記ビットシーケンス100　101から構成されている前記同期パターンを区別するための
部分を有する前記同期パターンの直後に、繰り返し最小遷移ランレングスに対する制限に
違反しないビットシーケンスであって01　11　01　11を除くビットシーケンスが続くこと
を特徴とする記録担体。
【請求項３】
　請求項２に記載の記録担体であって、
　前記ビットシーケンス100　101から構成されている前記同期パターンを区別するための
部分を有する前記同期パターンの直後に、シーケンス01　11　01　11以外の８ビットデー
タビットシーケンスが続くことを特徴とする記録担体。
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【請求項４】
　情報のブロックを識別するための同期パターンを有する記録担体であって、
　前記同期パターンは一の同期パターンを他の同期パターンから区別するための部分を有
し、
　前記同期パターンを区別するための部分は、ｄ＝１、ｋ＝７、繰り返し最小遷移ランレ
ングスが６であるＲＬＬ符号においてハミング距離が２以上という制限を解除した、ビッ
トシーケンス101　001、ビットシーケンス010　100、またはビットシーケンス100　100か
ら構成されていることを特徴とする記録担体。
【請求項５】
　記録担体に情報のブロックを識別するための同期パターンを記録する装置であって、
　前記同期パターンは一の同期パターンを他の同期パターンから区別するための部分を有
し、
　前記装置は、ｄ＝１、ｋ＝７、繰り返し最小遷移ランレングスが６であるＲＬＬ符号で
あり、ビットシーケンス100　101であってその直後に01　11　01　11を除くビットシーケ
ンスが続くものから構成されている、同期パターンを区別するための部分を有する同期パ
ターンを記録するように動作することを特徴とする装置。
【請求項６】
　記録担体に情報のブロックを識別するための同期パターンを記録する装置であって、
　前記同期パターンは一の同期パターンを他の同期パターンから区別するための部分を有
し、
　前記装置は、ｄ＝１、ｋ＝７、繰り返し最小遷移ランレングスが６であるＲＬＬ符号に
おいてハミング距離が２以上という制限を解除した、ビットシーケンス101　001、ビット
シーケンス010　100、またはビットシーケンス100　100から構成されている、同期パター
ンを区別するための部分を有する同期パターンを記録するように動作することを特徴とす
る装置。
【請求項７】
　記録担体からデータパターンを読み出す装置であって、
　前記データパターンは情報のブロックを識別するための同期パターンを有し、
　前記同期パターンは一の同期パターンを他の同期パターンから区別するための部分を有
し、
　前記装置は、ｄ＝１、ｋ＝７、繰り返し最小遷移ランレングスが６であるＲＬＬ符号で
あり、ビットシーケンス100　101であってその直後に01　11　01　11を除くビットシーケ
ンスが続くものから構成されている、同期パターンを区別するための部分を有する同期パ
ターンを識別するように動作することを特徴とする装置。
【請求項８】
　記録担体からデータパターンを読み出す装置であって、
　前記データパターンは情報のブロックを識別するための同期パターンを有し、
　前記同期パターンは一の同期パターンを他の同期パターンから区別するための部分を有
し、
　前記装置は、ｄ＝１、ｋ＝７、繰り返し最小遷移ランレングスが６であるＲＬＬ符号に
おいてハミング距離が２以上という制限を解除した、ビットシーケンス101　001、ビット
シーケンス010　100、またはビットシーケンス100　100から構成されている、同期パター
ンを区別するための部分を有する同期パターンを識別するように動作することを特徴とす
る装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は情報ブロックを特定する同期パターンを有する記録担体に関する。該同期パタ
ーンは、一の同期パターンを他の同期パターンから識別する部分を有する。本発明は、特
に、ブルーレイディスクフォーマットによる記録担体に関する。本発明はさらに、情報を
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その記録担体に記録する方法、情報をその記録担体から読み出す方法、情報をその記録担
体に記録する装置、情報をその記録担体から読み出す装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ブルーレイディスク標準（Blu-ray　Disc　System　Description,　Rewritable　Forma
t,　part　1,　Basic　Format　Specifications）による現行のブルーレイディスクフォ
ーマットでは、７つの同期パターンFS0～FS6が規定されている。各同期パターンは独自の
同期カラーパターンを有している。ここで、同期カラーパターンとは同期パターンのユニ
ークな部分であり、その部分により一の同期パターンが他の同期パターンから識別される
。同期カラーパターンは、それがなければ同一のものとなってしまう同期パターンを識別
するサインであると考えてもよい。
【０００３】
　同期パターンは、例えば、記録担体に格納された情報ブロック（ブルーレイディスクフ
ォーマットの記録フレーム等）の始めを表すために用いられる。区別できる同期パターン
の構造を利用することにより、別個の情報ブロックを識別することができる。
【０００４】
　ブルーレイディスク標準によれば、同期カラーパターンは６情報ビットで構成されてい
る。この６ビット同期カラーパターンは17PP変調符号であるd=1、k=7、繰り返し最小遷移
ランレングス（RMTR）が６のRLL符号の制限に従う（同期パターン自体は従わない）。さ
らに、インテグリティのため、これらのパターンは、遷移シフトに対する距離が２以上で
あるように選ばれている。17PP変調符号自体と変調データを記録再生する装置が特許文献
１に記載されている。また、同期カラーパターンが特許文献２に記載されている。
【０００５】
　一部のアプリケーションでは、少なくとも付加的に８番目の同期カラーパターンを有す
ることが有利である。例えば、付加的同期カラーパターンを有する同期パターンは、リラ
イタブルブルーレイディスク標準のROM（Read　Only　Memory）バージョンに対する拡張
で要求されている。これらの付加的同期カラーパターンは、好ましくは上記の制限に従う
。しかし、このような付加的同期カラーパターンを設けることは困難である。
【特許文献１】国際出願第WO99/63671号
【特許文献２】国際出願第WO99/22375号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、上記制限にできるだけよく従う、既存の７つの同期カラーパターンに
加え、付加的同期カラーパターンを有する記録担体を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の第１の態様によれば、この目的は、付加的同期カラーパターンが６つの情報ビ
ット100　101または６つの情報ビット010　101いずれかから構成されたパターンであると
きに達成される。このような付加的同期カラーパターンを例えばFS7とする。
【０００８】
　これらの同期カラーパターンはそれ自体で変調符号制限とハミング距離制限に従ってい
るが、特定のソースデータビットが続いたときにRMTR違反を生じる。繰り返し最小遷移ラ
ンレングス（RMTR）が７である最悪のシナリオを図３に示した。このようなアーティファ
クトを克服する本発明の２つの実施形態を以下に説明する。
【０００９】
　本発明の第１の実施形態によれば、６つの情報ビット100　101または６つの情報ビット
010　101のいずれかから構成されている付加的同期カラーパターンの直後のソースデータ
ビットシーケンス01　11　01　11は除外される。これにより、ソースデータには小さな制
限が加わる。しかし、このような制限は、例えば同期カラーパターンのビットにアドレス
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を表すビットが続くとき、フォーマットに容易に組み込むことができる。例えば、同期カ
ラーパターンビットに続く最初のビットが１を固定すれば、制限に従うことになる。
【００１０】
　本発明の第２の実施形態によれば、６つの情報ビット100　101または６つの情報ビット
010　101のいずれかから構成されている付加的同期カラーパターンの最後のニブル（すな
わち、最後の３ビット）は、３ビット変調ワードに符号化されたデータビット11を表すも
のとして扱われる。この３ビット変調ワードは、図１の変換テーブルに示した17PP変調コ
ードによる。その後、17PP変調符号化によるRMTR置換がデータビットのみに行われる。そ
うすれば、チャンネルデコーダが付加的同期カラーパターンを検知して、曖昧さなしに逆
置換を実行できる。この実施例を図４に示した。
【００１１】
　本発明の第２の態様によれば、本発明の目的は、付加的同期カラーパターンが６つの情
報ビット101　001、６つの情報ビット010　100、または６つの情報ビット100　100のいず
れかから構成されているパターンであるときに達成される。ハミング距離が２以上という
制限が解除されたとき、いくつかの同期カラーパターンを利用できるようになる。
【００１２】
　図５に示したテーブルにおいて、既存の同期カラーパターンFS0～FS6がテーブルの左側
部分にシステマティックに並んでいる。テーブルの右側部分には、代替的な付加的同期カ
ラーパターンＡ～Ｋを示した。遷移シフト距離が１である隣り合った同期カラーパターン
を括弧に入れて示した。同期カラーパターン101　001(A)、010　100(G)、100　100(H)は
、ただ１つの既存の同期カラーパターンに対して遷移シフト距離が１である。従って、付
加的同期カラーパターンとしてこれらのパターンが好ましい。これらのパターン(A、G、H
)には、RMTR違反がないというさらに別の利点がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　図１は17PP変調符号変換テーブルを示している。データビットはこのテーブルにより変
調ビットに変換される。変調ビットストリームは記録担体に格納され、変調ビットストリ
ーム中の１のところで、記録担体に格納された信号が遷移する。この変調符号はd=1、k=7
のランレングス制限（RLL）符号であり、ランレングス（記録担体上の符号化されたデー
タビットストリーム中の連続する０または１の個数）は最小ランレングスの２から最大ラ
ンレングスの８までの範囲にある。さらに、この17PP変調符号は、繰り返し最小遷移ラン
レングス（RMTR）が６に等しいという制限を有しており、連続する最小ランレングスの個
数が６に制限されている。
【００１４】
　図２は、既知の７つの同期パターンを示す。これらの同期パターンにはFS0からFS6まで
の番号が付されている。各同期パターンは24ビットの同期ボディとそれに続く6ビットの
同期カラーパターンから構成されている。同期ボディはすべての同期パターンで同一であ
り、同期パターンの存在を示している。同期カラーパターンは、特定の同期パターンを識
別するサインである。これらの特定の同期パターンは、情報ブロックの始まり等のデータ
ビットストリーム中の特定の場所をマークするために用いられる。
【００１５】
　インテグリティという理由（すなわち読み出しエラーに対する強さ）から、これらの同
期カラーパターンは、遷移シフトに関して距離（すなわち、遷移シフトのみが起きたとき
のハミング距離）が２以上となるように選ばれている。読み出しエラーにより遷移シフト
のみが起こり、遷移は付加も削除もされないと仮定する。
【００１６】
　図６は記録担体に格納されたデータビットストリームを示す。該データビットストリー
ムは、２つのリンクフレーム５６、５７でリンクされた２つの情報ブロック５１、５２を
有する。情報ブロックは、情報６１、６２自体を保持する部分と同期パターン７１、７４
、７５を保持する部分とから構成されている。その同期パターンは、図２に示した同期パ
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ターン７４を予約しておくことが好ましい。このような特定の同期パターン７４は、例え
ば、同期カラーパターン000　001で識別される同期パターンFS0である。（FS1～FS6から
選択される）他の同期パターン７１、７５は、情報ブロック内の特定の場所をマークする
ために用いられる。２つのリンクフレーム５６、５７は、２つの続いた情報ブロック５１
、５１をリンクする。各リンクフレームは、同期パターン７２、７３とリンクフレームボ
ディ６６、６７とから構成されている。リンクフレーム中の同期パターン７２、７３を情
報ブロック中の同期パターン７１、７４、７５から区別するために、リンクフレーム中の
同期パターン７２、７３は、本発明による付加的同期カラーパターン（例えば、６つの情
報ビット100　101から構成されたパターン）を有する。リンクフレームボディ６６、６７
は、付加的同期カラーパターンの直後の最初の８ビットがデータシーケンス01　11　01　
11（この場合、制限に違反する）でない限り、いかなるデータビットから構成されていて
もよい。以下のことに注意すべきである。すなわち、別の実施形態においては、第２のリ
ンクフレーム５７中の同期パターン７３は、図２に示した同期パターンFS0～FS6から選択
してもよい。なぜなら、データビットストリーム中の２つのリンクフレームのシーケンス
は、付加的同期カラーパターンを有する第１のリンクフレーム５６中の同期パターン７２
によりすでにサインが示されているからである。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】17PP変調符号変換テーブルを示す図である。
【図２】既知の同期カラーパターンを有する同期パターンを示す図である。
【図３】繰り返し最小遷移ランレングスが７となる最悪のシナリオを示す図である。
【図４】本発明の第１の態様による実施形態の実施例を示す図である。
【図５】既存の同期カラーパターンと、本発明の第２の態様による別の付加的同期カラー
パターンとを有するテーブルを示す図である。
【図６】記録担体に格納された、同期パターンを有するデータビットストリームの実施例
を示す図である。
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